








(oa n(ne)s,y∞nndt Oa→en musれe∞ntemporttne/en ce domame.
すなわち,「～に精通している」ということを <Nl∞mdtre N2>ではな




















る <Nls'y∞nndtre,p“p.N2>の表現も用いる(ns'y∞rlndt,a la musique
∞ntemporalne/dans oe domame/en musique∞nte ‐poraln 。)力ゞ,これも
考察範囲に含めない.
さらに,<N4)発p.N2>に休止つきで <Nl s'y conndtre>をつづける
<Nypttp.N2,Nls'y∞nndtre>の表現も用いる (La musique∞ntempord‐
ne/A la musique contelnportte/Dansce domalne/En musique contelnporai‐
ne,ユsν∞nndt。)力S,これも考察範囲に含めない.
1。 2 en以外の前置詞を含む <Nls'y∞Ш直機 pr6p.N2>
<Nls,∞nndtre p“pe N2>の構造 表現 (<Nls,∞nndtre>と<pttp.
Nルのあいだに休止なし)に使うことが考えられる前置詞は,en以外には a
とdansであろう.しかし,前置詞 ふを含む <Nls'y∞mdtre a N2>は,
現代フランス語では,N2が(touO"または (tou0 0elaの場合 (ns'y∞n_
ndt a(touO"ぬ(tOu0 0ela。)を除いて,ほとんど用いないようである0。 実
際,インフォー マントは,次のような発話を容認しない.
(03)士1l s,∞nndt ala musique∞ntemporalne.
また,前置詞 dansを含む <Nls'y∞nndtre darls N2>は,「領域・分
野」の意味の branche,domalne,secteurなどの場合 (Il s'y∞mdtdans“t_
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te branche/dans ce domalne/dans ce secteur.ns'y COnndt dans le domaine
de la musique contemporame。)に限られるようであるから,考察範囲に含め
ない。
1。 3 <Nly∞mdtt Y(aN2たn )>,<N2,91e∞Ш函レ
発話者は,<Nl y conndtre Y(a N2/en N2)>や<02,)Nl y∞mdtre Y>
のような表現を用いることがある (■n'y∞nndt五en(a la musique∞ntem‐
poralne/en musique∞ntemporalne).σh muSique∞ntemporalne,)ユゴy














<Nlぎy∞m出;re en N2>力S空間関係をマークしうる前置詞 enを含んで
いるからといつて,「精通」の対象が個々の土地・物理的空FH5である場合にこ
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の表現を用いることはない.たとえば,国名や個別の「国・地域・町・界隈」
を表わす N2を含む次のような発話は容認されない (<Nl∞nndtre N2>を
用いる Il∞mdtla France/ce pays/cette r6」on/cett  ville/ce quaner.やn
∞mdtson pays nata1/sa ville natale.は容認される)⑥.
(00士II S'y∞nndten France/en ce payJen cette r6」on/en Cett  vme/en
ce quartier.
(05)士Il s'y COnnttit en son pays nata1/en sa ville natale.
土地 0物理的空間に限らず,一般に,「精通」の対象が個々のものである
ときに <Nlぎy conndtre en N2>を用いることはない.たとえば,「それら
の骨董家具に精通している」や「自分の職業に精通している」を表わすときに
次のような発話を構成することはない (<Nl∞nndtre N2>を用いる Ⅱ∞n‐
ndtces meubles an“ns/ on m6詭r.は容認される)。
(00士1l S'y∞nndt en ces meubles anciens/en son m6tier.
ただし,「精通」の対象が「こ (そ)の領域 0分野」といつたものである場
合は,インフォーマントは次のような発話を容認する.










(oO?ns'y∞nndten aren musique/en arch“logie.









(oO ns'y COnndt en artitalien.
(10 ns'y∞nndt en musiqtt dassique,enjazz et en musique∞n‐
telnportteo Tu peux luifaire coniance.




2。 3 技術領域 0活動分野
われわれの観察では,「精通」の対象はなんらかの意味で技術領域・活動分
野と呼べるようなものであることが多い.これに関して,PICOCHE,J.(199め
は “un etre huma■n“″ι une langue,une technique"の項目に次のよう
に記しているo163):





qui signi■e“en avolr une bonne exp6nence".Ex."
Sン鍬 ηZ洸"ノ臣SSe五e:elle a une grande habitude de cette techni‐




/en cdshe/en 6∞notttn m6cam‐
que/en photo/en pddque.
(13)ユneぎy∞mdt pas en 61ectronique/en maql」lage.





(14)を容認せず, 1人は (15)を容認しない (<Nl∞nndtre N2>の発話は
問題なく容認する).
(14)?II s,Conndt en iancais.
(15)(Dns'y COnndt en iancais de la banlieue。
これらを容認しないインフォーマントがいるのは,彼らにとって,(12),(13)
の名詞が表わすものとちがって,iancaisや缶ancais de la bar山田eが表わ
すものが抽象的で茫漠としたものとも感じられ,必ずしもひとつの技術領域・
活動分野としてとらえやすくない面をもつていることによると考えられる.
(loを容認せず (15)を容認するインフォーマントにとっては,de la ban‐





適切な先行文脈が無い場合,<Nl s'y∞rlndtre en pianoを含む次のような
発話を構成することはない (<Nl∞nndtre b pian少を含む発話を構成する
ことはある).
(10士II S'y∞nndten piano.
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(18) ns,conn江比en bdtes de nitpa五sねn es/en chevaux(de cOurse)/
en langues a■icalnes.
他の集合の例をいくつか示しておこう0。
(10 ns,conndt en balsers a la■ancaise/en hommeJen kimonos/en
ottbrs sup6neurs/en dgnes(du daque)/en Sentimen協.





興味深いことに,(1めの <en bol縫s de nult parlsねmes>を<en ttites
de nuit a Paris/de Paお>のように変えると,インフオーマントによっては
容認しなくなる (<en hbr山血s anglophones pansbnneya PttiJde Paris>
や tn quπttrs chauds pansien働tP面調e Parioなどについても同様).
これは,語数の多い N2が<N pr6pい● の構造をもつと,ひとまとまりの
集合・領域としてイメージしにくくなるためではないかと考えられる。
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3.「精通」のしかた
上で「精通」対象がどのようなものであるかを検討したわけだが,同じ「精
通」のしかたに <Nl∞nndtre N2>と<Nls,com」m en Nかが対応
するわけではないようだ.どのような「精通」のしかたの場合に発話者が <Nl
S,COnndtre en Nかを用いるかを考えることにしよう.














る.このことはこの表現が <Nl se∞nndtre>と<en N2>の組み合わせに
由来するという歴史的な成立過程からも裏づけられる.たとえば,2れわ盟農
んb女痛9υθあ /a lanttθ農知鰤 θ ⑩ bert,199動によれば,すでに13世紀
には “etre∞mp6tent en N2"の意味で <Nl se∞rlndtre a N2/en N2>が用
いられていた。この <うN激狙N2>をyで受ければ <Nls'y∞nnd加3>と
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なるが,この表現における yは働きが次第に弱まつて,20世紀初頭には <Nl
s'y conn[乱re en N2>においても過剰な要素とは感じられなくなったようだ。
実際,現代フランス語に関して,ル,aリガ」助め6麗は次のように記している :
Cette locutbn verbale卜S/m閉′冽 ,qul宙ent de“ω閉′λ“
´
(qqCh.),est devenue un verbe ot la particule/n'est plus analysable
⑩n peut en eretle construre avec α2:sレα%口′力じ“
pぬιの .
また,HANSE,J。(1983)も次のように記している●.263):
























のである場合に <Nls'y∞nndtre en N2>(N2は領域・分野を表わす名詞単
数形)を用いることを見た.これがこのメタファーを用いる典型的な場合であ
ろう.













しているというような場合は <Nls'y∞m』膿鴻n N2>を用いる (くだけた
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を表わす形式であることが作用している。0。














加 口6畿〕E凛ァ北p剣均υθ(1960-6→は <Nls'y∞mdtre a N2>につ
いて ヽ0上"と記している。
4.西村牧夫氏の指摘 (F‐ling 1803,1997.07.08).ただし,肯定の文脈の次
の発話をインフォーマントはほぼ容認する :(Dl」ean_Marc a bngtemps





6.DuPRЁ,P。(197動は “(".)Ene『h forme sレω 囲励 司 garde un ton
b r゛ement hmmeノと記している●.500。あらたまつた言葉づかいの
場面にほぼ限られる <en指示形容詞N>を含んでいる上の (0つも en
を dansに変えて ns'y∞nndt dans cette branche/dans oe domame/
8.




















DuPRE,P.(1972):五b       ぬ ム開ワ
`2″"ぬ
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舶 MI‐GRAUD,S。(1980:“Etude∞mpar6e du foncionnement syntanque
et s6mandque des verbes"励et ω ″ ',乱rん圏Ⅲ ,P.U.de
Lyon,pp.169¨30 .
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